
中野市行政改革推進委員会 会議録 

 

日 時 平成30年11月21日（水） 13：58～15：40 

会 場 市役所本庁舎 会議室42.43  

出席者 

【委員】 

髙木秀明、工藤二六子、黒崎春美、大塚一夫、東英司、池田眞貴子、 

小林日出夫、市村義明、中村幹夫、富田貴江、萩原広美 

【市】 

副市長、総務部長、健康福祉部長、子ども部長、くらしと文化部長、経済部長、 

建設水道部長、消防部長、豊田支所長、会計管理者、教育次長、議会事務局長 

【事務局】 

行政管理係長、伊東主事 

欠席者 後藤治志委員 

次第 

１ 開会（12名中11名出席、過半数の出席者有りのため会議成立） 

 

２ 副市長あいさつ 

 

３ 会長、副会長の互選について 

  

４ 会議事項 

⑴ 第３次中野市行政改革集中改革プラン内容の変更について 

 ⑵ 第３次中野市行政改革集中改革プラン(H30年度中間点検)について 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

資料 

資料１ 中野市行政改革推進委員会条例、委員名簿 

資料２ 第３次中野市行政改革集中改革プランの内容変更について 

資料３ 中野市行政改革集中改革プラン進捗管理シート(平成30年度中間点検) 

追加資料 行政改革、その他市政運営に対する意見・提言等 
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１ 開会 （総務部長） 

 

２ 副市長あいさつ 

 

３ 会長、副会長の互選について （仮議長：副市長） 

 会長に中野市区長会の髙木秀明委員、副会長に中野市ボランティア連絡協議会の工藤

二六子委員が互選される。 

 

４ 会議事項 （議長：会長） 

⑴ 第３次中野市行政改革集中改革プラン内容の変更について 

 ⑵ 第３次中野市行政改革集中改革プラン(H30年度中間点検)について 

  

 会議事項⑴ 第３次中野市行政改革集中改革プラン内容の変更について 

       ※質疑無し 

  

 会議事項⑵ 第３次中野市行政改革集中改革プラン(H30年度中間点検)について 

 補足説明： 行政改革、その他市政運営に対する意見・提言等 

 

 【委員】 

 ・市民会館の音響は悪くないが、未来の子供達のためにも新市民会館について前向き

に検討していただきたい。 

 ・市民体育館へのアクセスが不便で、皆歩いている。駐車場も少ない。今の時代、車

を使わないというのは考えられないので、複合的な施設を目指すにあたっても駐車

場のスペースを確保してほしい。 

 ・庁内で、新市民会館は今どんな計画でいるのか教えてほしい。 

【くらしと文化部長】 

 ・市民会館は昭和45年に建てられました。平成26年度に建設費の上昇もあって、建て

替えが先延ばされておりましたが、現在の計画では新市民会館は旧中野高校跡地に

建設予定です。くらしと文化部だけでなく、財政的な見通しはどうなのか、という

ことを含めて関係課と協議中です。今年度は、県外の施設を見学し運営面も含め研

究を行っております。 

 【委員】 

 ・不平不満が出る前に、新市民会館について市民の意見を聞く場を設けてほしい。 

 【委員】 

 ・平成29年度の不納欠損額はいくらか。また、不納処理の処理基準は会計によって違

うのか。 

 ・デイサービスセンターについて、さくらの方へうまし苑とつどい苑が集約化される
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が、両施設の利用者をさくらで受け入れることができるのか。利用料等も同程度に

なるのか。 

 【総務部長】 

 ・平成29年度の不納欠損額については、一般会計では27,464,291円です。市税では、

執行停止後３年経過後不納処分にしたもの、執行停止後３年を経過する前でも事態

の改善の見込みのない場合は即時、執行停止期間中に時効期限の到来により不納欠

損するという３つの理由があります。 

  不納処理のルールについては、時効が成立するのは５年です。行方不明、連絡がつ

かない、納付書が届かないといった状況等については、それぞれのルールや民法が

適用されるケースもありますので、そういったものを基準にしながら処理をしてお

ります。 

 【健康福祉部長】 

 ・うまし苑は高水福祉会に障がい者の通所施設として譲渡しました。つどい苑につい

ては、敬老苑へ譲渡し引き続きデイサービス事業をお願いします。各利用者は、ご

家族やケアマネージャーを通して、希望のところへ移っていただくようになります。

利用料金については、障害者支援法、介護保険法等の基準にしたがったものになっ

ております。 

【委員】 

 ・温泉３施設について、今後廃止や譲渡していくとなると、国や県からの補助金の返

還はあるのか。 

 ・豊田情報センター、保健センターの施設について、今年度に方向性を決定するとな

っているが、どんな方向を検討しているか。豊田支所も合わせてお聞きしたい。 

 ・小学校の跡地利用について、担当部署が２つに分かれているが、意見聴取はどの部

署で行うのか。どんな内容を、どこの部署で意見聴取していくのか。 

【経済部長】 

 ・ぽんぽこの湯については、来年度以降も指定管理を継続することにしています。経

営状態が良くないため、改善しないという見通しになった場合は、その時に方法を

考えます。温泉３施設の在り方検討会で、民間譲渡、廃止も視野に入れ検討してい

きます。 

 ・補助金の返還については、個々の施設により違います。10年を経過すると返還はな

い場合もあるが、内容によるためその時点の判断になります。 

【豊田支所長】 

 ・豊田支所周辺施設については、利用希望の部署もあるため、希望内容を確認しなが

ら公共施設最適化部会等で検討しているところです。 

【総務部長】 

 ・統合準備委員会での意見を庁内へ伝達し、情報共有するために学校教育課、空き校

舎の市での利活用を検討しているのが政策情報課であるため、２課が担当となって
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いる。現在は、政策情報課が中心となって市での活用について検討しているところ

です。市での活用が無い場合は、市民からも意見を聞く機会を設けます。 

 ・具体的な意見聴取としては、提案をいただくという方法が１つ、市民の皆さんから

意見をいただく方法もあります。他市での事例も含め、本市に合う方法は何かを検

討している段階です。聴き方の手法までは決まっていません。 

【委員】 

 ・公共施設が見直される中で、豊田支所は、どんな立ち位置になるのか。 

【豊田支所長】 

 ・行政系の建物になるため、コンビニ等が入ることはありません。空きスペースにも

行政系の他の部署が入ることになるかと思います。支所の事務は残ります。 

【副市長】 

 ・合併時に、豊田庁舎は支所として残すという議論をしている。その後は、支所をど

うするかという議論はしていない。 

【委員】 

 ・デイサービスセンターがさくらに集約されるが、さくらの現在の稼働率は７割ほど

と聞いている。募集しても職員がいないということだった。施設を有効に活用でき

るように考えなければならない。 

 ・耐震のある学校の建物を災害時の避難場所として残し、災害時に必要な物品をロッ

カーに入れて保管できるようにし、個人に有料で貸し出したらどうか。検討の中に

入れてほしい。 

【健康福祉部長】 

 ・デイサービスセンターさくらについては、利用料金制を採用し、社会福祉協議会が

指定管理者として管理運営していただいています。市と社協で打ち合わせをし、経

営がしっかりできるように話しています。 

【総務部長】 

 ・人口減少社会を迎え、中野市の公共施設の大規模修繕や建て替えを進めつつ、中野

市の維持管理経費を維持していくには、公共施設の延床面積を27％削減させなくて

はいけません。 

 ・目標としては、20％は公共の施設で、他の７％については、例えば、小学校の跡地

利用などの他の方法を考えています。 

・自由に使えるお金の手立てを考え、自主財源を確保することが重要だと考えます。 

・災害時の備蓄品、管理トイレ等避難所の役割はしっかり整備していきたい。個人の

物品をお預かりするというは考えておりません。 

【委員】 

 ・屋内ゲートボール場について、今年度で廃止するとあるが、その後の代替え施設は

決まったのか。 
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【健康福祉部長】 

 ・もみじ荘、屋内運動場、西部公民館の広場等を利用していただければと思います。 

  また、公共施設総合管理計画の中で、床面積を削減して空きができ、代替施設が生

まれる可能性もあります。 

【委員】 

 ・それはいつ頃になるというめどはあるのか。 

【健康福祉部長】 

・平成32年度に高社小学校が開校しますので、空く施設が出来るのはそれ以降になる

と思います。今年度末にはお示しできるかもしれません。 

【委員】 

 ・市民会館の年間の稼働率は。 

【くらしと文化部長】 

 ・ホールに関しては約50％です。 

【委員】 

 ・50％のために新市民会館を建設するのはいかがなものか。新市民会館を建設すると

なると市民の財政的負担が更に大きくなるのでは。特に若い世代は、若い世代で考

えがあると思う。重い負担を後の世代に残さないで欲しい。 

【くらしと文化部長】 

 ・新市民会館建設で一番の課題は、財政的な厳しさです。財政的な見通しを市民の皆

様にお示ししながら、検討していきたいと思います。利用率については、どうやっ

たら人が集まってくれるのか、議論しています。 

【委員】 

 ・他市町村について、美術館や市民会館などにお金をかけているところもあれば、そ

うでないところもあって様々である。飯山市の「なちゅら」は確か600人の収容だ

ったはず。人口２万人と４万人の都市だと違うかもしれないが、よく考えて欲しい。 

 

５ その他 

 【委員】 

 ・今年度に入り、市で補助金を削減しているという話を聞いた。古紙を回収すると市

から５円いただいていたが、今は３円である。小学校や育成会では、この古紙回収

で得たお金を活動資金のあてにしているところもあるのに、市民会館を新しく建て

るというのは財政的に厳しいことなのでは。新市民会館を建てて、更に補助金が削

減されてしまうのではないだろうか。 

 【総務部長】 

 ・補助金については、以前から見直しをしており、補助金は必ず終わりになるという

ことが大原則であり、削減の対象となる事業については補助金自体を２～３年でや

めたいと思っています。資源回収等の補助金については、小学校等の活動でその収
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入をあてにしているということですが、それが補助金の趣旨に合っているのか見直

さなければならないと思います。 

 ・受益者負担の見直しについては、施設等の使用料を３年に１回は見直している他、 

  実際の管理運営費とかい離していれば見直します。あるいは、施設が新しくなった

ときですとか、行政として運営をしていく中で毎年見直しは行っております。子育

て支援については、家庭の負担をなくすために、そこにお金を回していくというこ

ともありますので、すべての補助金がいつまでもあるわけではないということを理

解いただきたいと思います。 

【委員】 

・新庁舎を建てる際、市長は教育、福祉関連の経費の削減はしないと言っていた。

新庁舎が建った翌年度から補助金削減というのはタイミングが悪いのではないだ

ろうか。新市民会館が建ったらもっとひどくなるのではないだろうか。 

【総務部長】 

・教育、福祉に力を入れていくという市長の姿勢は変わりません。全ての補助金に 

ついて同じスタンスで行える訳ではないですし、新庁舎が建つから補助金の見直し 

をした訳ではありません。 

【委員】 

・新市民会館を建てるにあたって国から補助金は出るのか。 

【くらしと文化部長】 

・市民の皆様の負担にならないように、どのような財源が確保できるか検討中です。 

【委員】 

 ・市の補助金がいつまでもある訳ではないのなら、国からの補助金もそうなのでは。 

【副市長】 

 ・市長の教育に対する姿勢についてですが、来年度に間に合うように12月議会にてエ

アコン設置の補正予算をいただくようにします。また、学童保育の施設についても

同様で、補正をいただいてエアコン設備の充実を図りたいと思っています。ですの

で、市長が子育てや教育関連の経費を削るということはありません。 

 【委員】 

 ・子ども達は電子教科書に興味を示している。中野市は教育に対しての予算は充実し

ていると思う。 

 【委員】 

 ・高社小学校ができるが、放課後児童クラブの運営方法は決まっているのか。平岡の

放課後児童クラブでは受け入れが難しいのでは。 

【子ども部長】 

 ・確かに平岡の放課後児童クラブは多くの方に利用いただき、狭いのが現状です。将

来的なことも考えているが、今は場所がありませんので、みなさんの意見を聞きな

がら、当面は今ある放課後児童クラブを活用していきたいと思います。 



 7 / 7 

 

【委員】 

 ・子ども達の交通安全のことは十分に気を付けていただきたい。 

【子ども部長】 

 ・施設を運営していくにあたって、子ども達が安全に通えるように留意していきたい

と思います。 

【委員】 

 ・助成金、補助金がいつまでもある訳ではないという話があったが、育成会でも毎年

繰越金が減っている。子ども達が自由に力いっぱい活動できるように、各地区で力

を合わせながら活動するのがいいのではないだろうか。 

【委員】 

 ・環境に関しては、空き缶入れを学校の入り口に設置して、それをお金に替えている

ところもある。なので、突発的に資源回収をやるのではなく、日々の子ども達への

教育が大事だと思う。 

・広告料収入が少ないと思う。封筒などに広告を載せたらどうか。 

【総務部長】 

・全ての封筒に広告を入れているわけではありませんが、市税の封筒に広告を入れて

います。 

 

６ 閉会 （会長） 

 

 

                  終了 15時40分 


